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　種子の 發芽に 際し ビ タ ミ ン C の 生成 さ れ る こ
1
と は 古 くか ら認め られ ， 特 に 「6や し」は ビ タ ミ

ン C の 多い 食品 とし て扱 はれ て來た ．植物生理學上か らも發芽時の ビ タ ミ ン C の 生 域 に關し幾多

の 文 献が見 られ る
（1−ISL

然 し發芽前の 乾燥種子中に ビ タ ミ ン C が存在す るや否 や各研究者 に よる

戒績
ω → u 一恥

は夫 々 異 り， 稍 ヨ疑問 に思は れ る點 が多い ．緑 豆 もや しの栽培 に關す る研究第 1

報 ， 及 び第 2報 に於 で ， も や しの 生長並 び に ビ タ ミ ン C 含有量 に 及ぼ す栽培 澀度の影響， もや し

各部 の ビ ク ミ ン C の量に つ 勧て 述 ぺ た．而 して共 等の 成績は イ ン ドフ エ ノ P ル 法 に よ る もの で あ

つ て ビ タ ミ ン C 以外 の 還元性物質を含む可能豊の あ る こ とを記 した．本報 に は緑豆種子 の ビ タ ミ

ン C に つ き イ ン ドブ エ ノール 法の補正 及 び比 色法 ，
ボ ーラ ロ グ ラ フ 法等に よ る定量を試み た の で

共の 威績を報告す る，

第 1章　イン ド7 エ ノ ール濡定法に よる數値

　　　　　　　　　　　　　　　 第 1 節 供 試 液 の 調 製

　天然物中の ビ タ ミ ン C （以下 〉．C と略す）の浸 爾法 として は從來種 々 行 は れ て ゐ る．例 へ ば

Tillmans（1D）は ％ ％硫酸 を用ひ窒素瓦斯 中に 10分閙煮 沸し て 抽出を試み

’
Birch

，
　 Harris及 び

罵 爍撒脚鍵鷺蠶謝驪 齷鰐ζ諄瓢騰癒釁鸞
♪し酸 等 も用ひ られ て ゐ る が食品中の酸 化酵 素に よ るV ．C の破壞を避け る爲 と金 屬鹽に よ る V ．C の

醵化 を防止 す る R 的 に は 藤田法 黝 の メ タ燐酸 抽出法 ， 即 ち冷浸 で且 つ 室氣 との接觸を出來 る丈

少 〜す る ζとが最も よ い方法 と見徹 され て ゐ るt
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一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（80 ） （郷 ） 線 豆 もや し の 栽培 に 驕す る研究 （第 3 報）

　緑豆 種子中の V ，C 浸出に際 し， 先 づ 乳鉢 で 種子 を粉碎 し次 の各浸串法 を （試料
’10g に對 し 100

『

CC を加 ふ）試み た ．

　，（1） 2％ メ ク 燐酸
・5〜10 倍浸出液 （pH 　1．8〜2．0）

　　（2）　8％酉昔酸10倍浸H−1液　（pH ，R．2）

　　（3） 2 ％ メ タ燐酸十 8％醋酸 及び 10倍浸出液 （pH 　2．0）

　　（4）岳 離 で 棚 し鰐 一
轍 及び 5 ％ ・ 蠣 藤 の 糧 齢 灘 誹 卜離 灘 液 と騒

　加へ る．4 倍浸出液 （pH 　1．0以下 ）

　　（5）蒸溜 水 の 10倍浸出液 （pl　15．5）　 ，

　以一ヒ浸出後直 ち に遠心沈澱 を行 ひ定量に供 した，

　　　　　　　　　　　　　　　 第 2節 定 量 方 法

黼 己浸厳 の夫 ・ 1・つ き齢 嬾 を檢定 した イ ・ ド ・ エ ・一ル 水黻 約
．驫 ・cc を探 b，

1．5

分以 内 に 滴定 を行つ た．但 し （4）の 場合の滴定時間は 2 〜 3 分を要した．常法 に よ るi量元型定量

後 ， 同液 に つ き酵素th（23）を行ひ V ，C以外の 還元性物質を除 い た値をV ．C の眞値 として 現 は した．

　醋酸 及び蒸 溜水浸削の 場合は 白濁を生 じこ の液 は よ くイ ン ド ブ エ ノ ール を還元す る．但 し室齦

（10℃ 内外）に 即分以上放置す る時は 還元 力稍 9減 退す る． メ タ燐酸浸出の 場合は 除蛋白が行は

れ る爲か最初か ら澄明なる液 が得 られ こ の 液は 2時聞放置後．も變 化を認め られな い ．

　　　　　　　　　　　　　　　 第 3 壱価　定 　@ 量　 成　

　 前記各浸出 液 に よる可 檢 液 の ビ タ ミ ンClng ％は 次 表 の通 り で あ

． 還元 性 物質 mg ％は酵素 作 用 前 の イ ン ドブエ ノール滴 定値よ b 算田した 結 果で
あ b ，　 V ． C

外の 還 元 性物 質 mg ％は酵素 作 用 後 の値で あ る ．兩 者 の 差 異 を 以 て ビ タ ミンC の 眞1 直 mg ％

し て現

ﾍ した ． 第1表　 各 種浸出法に よる 緑 豆種子中のV ．C

有 量 の差 異 ・ 鰍・ ・「
翫麒
・・％1 ．V ’逡 嬲 ぜ。、 ％ … 翫型

E・鮪・・％
（
1） 　　

5
　倍『　液　 　．　　

　 　 　 2． 48 　　　6　 〃　　　

　 　 　 　3。25 　　　B 　　〃　　　 　　　　

・ 　 　 　　 2 ． 52 　 　 　 9　〃　

　 　 　　　　2．84 　　10　　ノ〆　　　　　

　　 　　　　　2．
35

　干　　

　均　　1　　　 2， 68 ぐ2）　10
倍　液　 　　　　　9・49 （3）　〃

　　　 　 　 　 　　 　　2．
（ 4 ） 4 倍 液

@5 ， 97
　　 　　　　

ト （

j10倍

i　7・

146D161

．12L66

．3234

D27

，13

．42

．27

．02

．09

，40

．181

．031
．34

5． 82 L71 2 ． 55 5 ，22 　 夫 y の 數値 に差異が南る のは各 浸 出法 に 依

インド フエノー ル 遐元性物質抽出量が異 るた めと 思は れる．球 ひは 浸 出 操作中 に 酸 化其の他

化學 變化を生 じた 結果 も あ る か も 知 れ な い ． 叉酵素 法 は 充 分吟 味し て行 つ た がア ス コ
ルビ ン

々 化 酵

素は ビタミ ン C以外の もの 例へ ば グル ？ ・レ ダ クトンμび鐵鹽等 に も影響す るから・
し種 子中

之等の
還
元性 物 質 が 存 在 す る場 合，更に 檢 討 を要す 勧 N 工
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第2章　比 色法による定量

第 1節　定　量　方　法

　試驗管 に イ ン ド フ エ ノ ール 法 と同 じ除蛋白浸出可檢液 を 2．Occ と り燐酸綏断 夜，
モ ノ 沃度醋酸

各 0・56e を加 へ 40℃ の 水 浴中に約 5 分闇保 ち ， 後 フ オ リン 試藥を住5ecを加 へ て約 10 分放置 の

後氷水中 に 10分以上 冷却す る．沈澱の ある場合に は 違心沈澱 して 上清を使用す る．

　定量法は可檢液 を液槽 に入れ ラ イ フ オ フ オ ト メ ータ ー
，

フ ーr　）t タ ー60Q號を川ひ，各液槽高 に

於 ける ニ コ ル角度 を讀み と り換算し定量數値 を算剛す る．・

窮2 雹葡　　定　　量　　糸吉　　果

試驗結果 は次表 の樣で ある．　　　　 ’

　　第 2表　比色法 に よ る緑豆 種子 中の V ．C 含有量

翫 蝋 ・ 9％ 1一翫 擁 m 、％ 1翫 型 ・・Gm ・％

5．60 4．30 1．30

　 こ の 値は 前章第 3節イ ン ド フ

エ ノ ール 法の （1）及び （3）の結

果 に 近 い値 で ある．然 し文献に

よ れ ば（f5・　96・　27｝
ビ タ ミ ン C 以 外

の 物質で も例 へ ばグル コ レ ダ久 ト ン の 如 くフ オ リ ン 試藥に よつ て 同樣 の 呈色を示 す ものが あ るか

ら，こ の結果を直 ちに ゼタ ミ ン C の眞値 とは速斷 し難 い ．

　　　　　　　　　　　　　第 5章 ポーラログラ 7 による定量

第 1節 定 量 方 法

　前述の 樣 に現在 の ビ ク ミ ン C 定量法 に は 未だ欠點 が少 くな く殊に種子 の樣 に ， 種 k の 物質を共

存 する場合 に は イ ン
、
ド ブ ヱ ノ ール 法 に よ れ ば イ ン ド フ

’
ヱ ノ ール 還元 性物質の影響 を冕 れ得な い し，

比 色法 に よれば グ ル コ レ グ ク b ン など の 呈色に よ る誤差を俘 つ て ゐ る．酵素法 に よ つ て ビ タ ミ ン

C を破壞 して ，
ビ タ ミ シ C 以 外の潼元 性物質を定量す る方法 は一般 に行は れ て ゐ るが 之 も別 稿

（ビ タ ミ ン C 定量法 に 關 ぐる 研究 ， 未發表） に 詳読 す る樣 レ グク b ン が ビ タ ミ ン C と同時に酸化

され るか らビ タ ミ ン C と レ ダ ク ト ン を分離 竜量す る こ とが 困難で あ．る．

　唯こ tS　．1二考 へ られ る の は ボ ーラ ロ グ ラ フ に よ る ビ タ ミ ン C の定量 で 之 は ビ タ ミ ン C の電解壓が

特 異な もの で ある爲 レ ダク ト ソ 叉 は他の類似物質 と分 離定量の 可能性が考へ られ る．

　ビ タ ミ ン C の ボ ーラ ロ グ ラ フ 的研究に つ い て は Kodicek 及び IVenig（2“・） （1938），
　Sehwarz（29）

（1938），
Kirk （3 り

（1941）， 岡田 ・ 舘 ・al） （1943）， 等の 發表が ある．之等の報告は 基本電解液 と し

て IN 醋醗 醋酸雌 灘 讖 ひ は 砦 燐酸雛 液 を厂1Jひ P・B − 7 鯲 備 飃 轍 り定 して ＋

0。38ボ ル ト （水素電極基準） に於て ビ タ ミ ン C の 酸化に よ る ポ 冖プ ロ グ ラ ム を得 ， 共波高 よ り計

算 して 新鮮果汁，人乳等の ビ タ ミ ン C 含有量を定量 して h る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 る

　本實驗 に は岡田氏 等 の滴下水銀電極に封す る
一
労 の 極 と して 1N 硫酸水銀電極 を用ひ る方法 を

採用 した ．此 の 方法 に依 る と硫酸水 銀極は 一規定 甘汞電極 に對 し約 十〇B＆ボ ル トの 電位を示 す．

電解液と し て 枸櫞酸媛衝液 pH 　5．0〜 7．0 を用 ひ 之 に 可檢液を一定量加 へ 電解電墜を測 定 した ．

　　　　　　　　　　 ．　 　 第 2節 定 量 結 果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　緑豆 種子 の 2％ メ タ燐酸 2倍浸出液 5c，e に枸櫞酸緩1輻夜（P｝1 ＝ 4．08）5c．c を加 へ 1N 硫酸 水銀
／
t

極 を補助電極 として用ひ ， 滴 下水銀極を陽極 とす る方法を採用 し電解電 位を測定 した結果 ，
ビ タ

ミ ン C の 波ば現 は れな い が感度％の 場合 一〇．215 ボ ル ．1・に於 で還元 グ ル ク チ オ ン め波を生 じた。

N 工工
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（82）　　　　　　　　 （郷 ） 線豆 もやしの 栽培 に蘭す る研究 （第 3 報）
　 恩

濃厚浸出液 を用ひ て も ビ ク ミ ン C の 波が現 は れ な い の は 種 子中に ビ タ ミ ン C が存在 せ ぬ か若 し微

量存在す る場 合 もポ ーラ ロ ダラ フ に て は定量な し得 な い程度の もの と思は れ る． こ の 定量可能の

最少限 は 10
−4Mo1

で ある．　　　　　　　　　　　　　　 ，

　第 1圖は線豆種子 中の グ ル タ チ オ ン の ポ ーラ ロ グ ラ ム で あ る．第 2 圖は標準グル タ チ オ ン の ボ

ーラ ロ グラ ム で pll　＝ 4．05 に 於て酸化電位 は
・− O．2，91 ボ ル トで あ る

， 感度 ｝｛o ，波高 47m．m で あ

る か ら， 之 よ り算出すれば緑豆 種子 1009申の グ ル タチ オ ン は 37．5m9 に 相當す る．

第 1鬪 、緑豆種子 中の グル タチ オ ン

　　　　の ボ脚 ラ ロ グ ラ ム

　 　 　 　 　 　 厂

轡
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pH ；＝4eOS緩 衝液 中に於 け る緑 豆 種子 2 倍逵芝出液

’
補 助 電極 ＝・1N．　H2SO4 硫 酸水銀梗 （E ＝＝＋ O．385volt

第 2 圖 　グル タ チ オ ン の ポ 冖ラ ロ グ ラ ム
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卿

　

　

裾

1

【

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 卩0■8　　　駒1，0　　　− 1．2Volt

pH 　4．05 緩衝液中 に 於ける 1× 10−3MoL ！L グル タ チ オ

ン 補助電極 ＝1NH2SO4 硫駿水 銀 極 （E＝十 〇・369Volt）

　　　 檢流 言憾 度 3．okl ． 一9Amp ！mm 加

　　　　　　　　　　 第 41章　グ ル タチオ ンの イン ド フ エ ノ ー一ル 還元性

前記の 樣 に ，
・ji　r一プ ロ グ ラ フ 的研究に よつ て緑豆種子中に グル lyチ オ ン の 存在 を知 り， 之がイ

ン ド フ ヱ 乳
一ル を還 元 して

， 第 1章の成績の紛雜を招 い た恐 れ があ る こ とを豫想せ し め た の で
，

グ ル タチ オ ン の イ ン ドブ エ ノール に對す る 反應 をこ の見地か ら討究 し て み た．

　　　　　　　　　　 第 1節 　グ ル タチ オ ン の イ ン ド ブ エ ノ P・ル に對す る 反應

　　結晶グル ク ナ オ ン を 1× 10”4mol
，

2 × 10’imol
，

4× 10”’i、nol
， の 濃度 に 夫 ζ 2 ％ メ タ燐酸液 に

「
溶解 し各系 の pH に於 て イ ン ド ブ エ ノ P ル を還元 した結果は 第 3表の 様に pH4 ρ以 下で は 反應．

　 の 微弱 に な る こ とを認 めた．

　　　　　　　　　　　第 2節
卩
グ ル タ チ オ ン とビ タ ミ ン C の共 存した 場 奇

　　次 に グ ル タ チ れ ノ と ビ ク ミ ン C とが共 停した場 1斧イ ン ドブ 1 ／ F ・ル に對す る 反應 を見る爲次の

　 實驗 を行 つ た ，

　　 4＞（10一弓
mol グル タ チ オ ン の メ タ燐酸溶液 に 1一ア ス コ ル ビ ン 酸 7。7m9 ％ 溶液を夫 tO ．2ec．0．4
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第 3 表 　還元グ ル タ チ オ ン の イ蓑 ド ブ エ ノ ール 反應

（論 。。
イ ・ ・ … 一ル ・c・ ・ SSす ・敵 値 ・・ ） ，

1
＼

＼ ＿　　 pH
瀘 度　　

丶丶、、
2L4 3・・

i3
・・ 3・8 4… 杁 ・ 4．61 ・8 5，0 5．2

4 ・ 10−・M ・ll1 ・
・7Lo10 ．91o ，880 ．75　「 0．65 。、5引 0，500 、430 ．37

　　　　　　　　　　　　　　1
（V・Cmg ％に換算）1（侃 3） （0．14） （0．15） （0ユ6） （0ユ9） （0．22） （0．25） （o．28） 60．33） （0．38）
2x1  

一4M
・l　 j　 1・G51 ，051 ．051 ，010 ．880 ，860 、3り 0，700 ．560 ，48

（V・Cm ・％ に麟 ）1（°・13）
　　　　　　　　　　　　　　　　　1，21b く 1 

一4M
」1

（0，13）
L10

（0．B ）

1，10
（O．141）
1．10

（0．16）
0．93

（ ユ6）
0．93

（0．17）
0．93

（D．20）
D．93

（O．25）
 、93

（029 ）

0，93
　　　　　　　　卩
（V．Cmg ％ に 換算 ） （0・12） （0ユ3） （0．13） （0．13） （0．15） （o．15） （0．15） （0．15） （0．15） （OJ　5）

ec
，
　O．8cc添加 し た場合 は第 4表 の樣 に 0．8cc添加の 場合 に pll　｝二よ る差異を認 め られ ない ．皀口ち

グ ル タ チ オ ン の イ ン ドブ エ ノ・一ル 液 に 對する反應 は pH 　4．o よ り上位に 於 て 認 め られ た．俺 ビ タ

ミ ン C が 共存す る 場 含グ ル タ チ オ ン は イ ン ド ブ エ ノ P ル 反應 に は殆 ど影響せ ぬ もの と思 は れ る．

第 4表 　グ ル タ チ オ ン と V ．C の共 存した場合の イ ン ドフ エ ノ ・一‘ル 反應
　 　 　 　 　 　 　 　 N
　　　　　　　　　　 イ ン ド フ t ノ 冖ル 1CC に 墾す る 滴定 値 CC ）　　　 　　 （約
　 　 　 　 　 　 　 100，000

纛 ＼ 思
グル タ チ オ ン

4× 10−4Mol 　 、
V，CO ．2cc 添 加

（V ．Gmg ％に換算）

V，CO ．4ccミ忝力13

（V，Cm9 ％ に 換筧）

V．CO8cc 添 加

（V．Cmg ％ に 換算）

2．4 3．0

1・97　 LO1

0．77　　　　0．70

（O．18）　 （O．20）
O．34　　　0．34

（0．41）　 （O．41）
O．21　　　 〔｝．21

（・．67）1

3．4 3．8

O
，
9’］

〔｝．68

（021）
0．34

（O、41）
O．21

0．880

．65

4・・
’

亅

（… ）i　 （・・67）1

0．750

．58
　 　 　 1
（〔L2］）　1　（O・21L）
O．32　1　 0．31

（〔）．44）　1　（o．45）
0，2正

（0．67）

 ．21

（O．67）

4．2 4，6 4．8 5．Q

O．650

．58

（o．24）
O．29

（O．48）
0．21

1：1：1
（1皇1’
（O．480

．21
）

・・5・ 1O
．42

（0．33）
0．29

（O．48）
0．21

（e．67）

0．430

．39

（0，36）
」
0．29

（0，48）
o．2L

5．2

（o・67）1（α67）

0．370

．32

  34）

0．23

（O．61）
 ．21

岬 ）1（0・67）

　　　　　　　　　　　　 第 3節　緑豆種 子 中の グ ル タ チ オ ン の影響

　以 上 の結果か らグ ル タ チ オ ン は pH 　4．0 以下 で は イ ン ド ブ エ ノ ー
ル 液 と反應せ ず ビ タ ミ ン C と

分離定量す る こ とが 可能な の を知 つ た の で 緑豆 浸出液に つ い て 各 pH に 於け る イ ン ド ブ エ ノ
’一ル

滴定結果を檢 した の に 次 のや うに なつ 一た．

　皀卩ち一・定量の 2％ メ タ燐酸 10倍浸出液 に 之 と等量の 枸櫞酸 綏衝液を加へ pHI ．8〜5∫）に於 け る、

イ ン ドブ ェ ノール 滴定龍を求め アニ．

　滴定時聞 は夫 貝 ．5分聞に行 っ た 。

　各 pH に於け る綏 衝液自體の還元 性は全然認 め られ な い が 可檢液 の 反應 は p113 ．0
．以下 に於て

稍 t 殖…くな る，　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

第 5 表 線豆 種子 10 倍浸出液 （2％　HPOs ）の イ ン ド フ エ ノ 冖ル 反應
一

　　　　　PH 1・8 ［劉
．

… ［… ・・8　 … 巨 ・ 1例 ・・8 　 螽・

　　N
　　　　　　 イ ン ド ノ

10．OJO
エノ ・冖ル 1cc に 對

す る滴 定 數 cc

ビ タ ミ ン Cmg ％
に 換算

　 D．7

（2．48）

0．75

（2．31）

0．8D

（2覧
25）

　　　■

O，8 

（225 ）

0，93

（1．86）

093

（1．86）

〔〕，93

（1．86）

0．93

（L86 ）

｛，．93

ζ1・8・）1

　 　 　 　 广

0，93

（L80 ）
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（94）　　　　　　　　　（郷 ） 線豆 もや しの栽培に關す る研究 （第；き報）

　　　　　　　　　　　　　　　第 4節評
ス テ イ 痔 の 影響

　グル クチ 矛ン の化學構造式よ り， グ ljシ ン
， グ ル タ ミ ン 酸 ，

シ ス テ ィ ン 等 もイ ン ドブ ヱ ノ尸ル

に反應し得 る こ とが豫想され る の で 此 等 に つ き夫 ≧イ ン ドブ エ ノ ール 反 應を試み た結果前二 者は

全然還元性な くシ ス テ イ ン の みは 反應する こ とを認 め た．從 つ て SH 基の部 に 反 應が起 る もの と

解 さ れ る．又 第 6 表の イ ン ド フ エ ノーλ 液 に對 す る滴定値 よ リシ ス チ ィ ン は pH 　4，0 よ り上位に

於 て 反應が強 くなる こ とを認 めた．

第 6表 　シ ス テ イ ン の イ ン ドブ エ ノ ー
ル 反應

％齢 ・ ・ ・ … 一・… c ・ 對す ・ 滴 定値 ・・）

試 ・・ 3・q 3．4 3．8 4．O
’

　　 4．2 4．6 4．8 5．05 ．2

2 × 10−5Mol 0，480 ，460 ，450 ，440 ，430 ，380 ．36　　 0．180 ．160 ，12

（VCmg ％に 換算） （029） （0．31） （0．31） （033） （0．35） 〔0．38） （0．39）　 （0．78） （0．88） （1・17）
20巾 9 ％　 ・
V．GO ．3cc添 加

0，170 ，170 ，16 』 0．16O ・16　i　　　　　I0

，110 ．10　　 0．100 ．100 ．09

（V．Cmg ％ に 換算） （0．82） （0．82） （o、91）　　　へ （0．91） （0・91）1（L27 ） （L49 ）　 （L40 ） （1．40） （1，56）

　　　　　　　　　　　　　　　　 第 5節
’
結 果 の 判 定

　以上 グ ル タ チ オ ン 等の イ ン ド ブ ＝ ノ r一ル 液に對すす る還元性を討究 したが 線豆 種子中に 存在す

る グ ル ク チ オ ン は果 して イ シ ド ブ X ノ ール 反應 に 影響 した で あらうか．前記祿豆浸 出液 の 反應 は

pH 　4．0 よ り酸性鯨 二於て 張化 され る こ と， 及 び ’V｛　e一プ ロ グ ラ フ 法 に よ る定量 の結果 グ Z ク チ オ

ン の含有量が 38mg ％ で あ る こ とか ら，
こ の程度の 濃鹿で は 可檢液 の グ ル タ チ オ ン は PH 　1．8〜

2．0 に於て イ ン ド ブ エ ノール 反應 に影響せ rユ もの と思はれ る． 從つ て第 1章の イ ン ド フ ェ ノ ール

滴定 に よる結果 は種子申の グ ル タチ オ ン に よ つ て は 影響 され て ゐ ない もの と認 め られ る．

　　　　　　　 第 5章 鐵化合物及び糖質の イン ド7 エ ノール 叢元性につ いて 　
・

　萠記 グ ル タ チ オ ン 及 び シ ス テ イ ン 以 外に イ ン ド ブ エ ノ 冖ル 還元 性に關與す る もの として 考 へ ら

れ る もの は鐵及 び糖質が ある．

　緑豆の 鐵含有量 は 分析 の結果痕跡が認 め られ た．鐵鹽の 分析は硫毒化鹽比 色法 に ょ り 0．02mg
’

以下 で あ る．叉 硫黄含有量は SO．t と して 0229％ で あ る． 1× 10mdMpl硫酸第一鐵の イ ン ドフ

ェ ノ A ル 反 應賎雛 7 表の 樣に 可檢液の 酸性側に於て 反應 が強 くな b，そ の邏元値は 酵素法 に よ り

V ．C と同樣酵素の影響 を受 け る．

　然 し以 上 の結果か ら見 て緑豆 の場合痕跡の鐵 が V ．C の 滴定値に影響す る とは考 へ られな い ．

第 7表　硫酸第 一
鐡の イ ン ド フ ェ ノール 反應

pH い ・ 3・。 1 ・・43 ．8 4．o 42　　　　4，6　　　　4．B

1 × 10−4Lo1

、謡。。
・ ・ ド ・ 一・ 一ル ・… 對

る 滴 定數 cc

　V ・Cmg ％ に換算

％ HPO3 穃 液

一ル 1CC に 對 す O，39

（0．36）

。．、9    

（0．36）　 「o．35）
　　　　　　ヨ

　　　　　　IO
，4210 ．幅

（σ33）　（0．32）

0，441

（0．32）

045 　　 0．生5

（0・31）　 （0．31）

次 に糖類 に つ い て緑豆種子 一般 分析の結果は 直接還元 溏 0．099％ ， 非還 元糖 2．889％ ， 澱粉と

して 48．779％ ，
で あ る．

三木 （32｝に ♪ れ ば粗繊維 4．66％，ペ ン ト e ザ ン 5．27％，ガ ラ ク ク ン 1．03％ ， 澱粉 として 66．02％ ，
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還元糖 メ チ ル ペ ン トーザ ン は 存在せ す と．又 ヘ ミセ ル ロ 冖ズ とし て キ シ ロ P
　X ．， ア ラ ビ ノ尸ズ

，

ガ ラ ク ト　・一ズ
， 及 び ウ ロ ン 酸の 存在 す る こ とを證明 さ れ て ゐ る．

　糖類 が その ま 〜或 ひ は レ ダ ク b ン
（3
・
1）の 型 として種子中に 存在 し， イ ン ド フ エ ノ P ル を逡元す

る こ とは豫想され る．術 レ ダ ク トン が イ ン ドフ エ ノ P 一ル を還元す る こ と及び フ オ リン 試藥に呈色

し， 比色法 に よ る もイ ン ド ブ m ノ ール 法 を同樣の結果を得 られ る事は 藤田 ，

’
沼田

 
及 び大島  

氏等の述 べ る處で あ る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

　本實驗 の緑豆 種子浸出液の イ ン ド フ r 一ノ ・・ル 滴定値を み るに pH に よ り異 り， 酸性側に於て高

くなる．緩衛液 自骼の 還元性は 認 め られな い が
， 反應速度を一定に した場合常に酸性側 に於で反

應が張 くなつ て ゐ る．斯樣 な現象が糖類の 存在に よ り起 る もの と假定 して 果糖， 葡萄嚴，乳糖の

ア ル ヵ リ處理液 に つ き pH 　2．4帽4．σに於て イ ン ド フ エ ノ冖ル 反應 を試み た．結果は第 8 表の通 り

で あ る．

　　　　　　　第 8表 　各種 糖類の ア ル カ リ處理 に 對す る 4 ン ド フ ェ ノ 尸ル 反應

　　　　　　　　　　　　（蒲 ・ ・ ・… 一… e ・輯す ・ 滴定數 ・C ）

pH 2・・ 1　 3・・

も誌 靄 蘊
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

蹂 聽劉 ，嬲1羅 1
驚 翻 調隅

・・ ・… 　 ］　 ・・…

0．096

（5．36）

0．112

（4．59）
’
3．200

（093 ）

鷦膿
O．112iO117

（4．59）　　（4．40）
3．200　　　3．2〕0

（α93）E（0・93）

0．117　1

　 　 　i
（4．40）　1　　−

34G 〕 i9，800

・・87・1・・8・・

o．100i

（・・5）｝

　卯 ち之 等糖類の ア ル カ リ碪理液は酸性側に 於 て イ ン ド ブ エ ノ ”ル 反應が強 い ．

　更に 重要 な こ とは レ ダ ク トン の 存在す る場合，海老原
（es〕，松 川（26、等 の指 嫡す る樣 に レ ダタ ト

ン は ア ス コ ル ビ ン 酸酸化酵 素の作用 を受 け るか ら ア ス コ ル ビ ン 酸 と共 存 す る場合 ， 酵素法 に よつ

て もア ス コ ル ビ ン 酸 との 旺 別が出 來な い と云 ふ事で あ る．

　果糖を飽和炭酸溶液 で ア ル カ リ性 とな し加熟冷却後ア ス コ ル ビ y 酸 叉 は大根 ， み かん汁等 を添

加 して 酵素法 を試 み た結果作用前後 に於 て イ ン ド ブ ＝ ノ ー
ル 滴 定値に 差異 を認 め た．帥 ちア ス ゴ

ル ビ ン 酸 々 化酵素は レ ダ ト ン に對 し て も V ．C と同樣 に酸化を促進 する もの で あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　 總 括 並 に 結 論

．1・ 緑 豆發芽の 際の V ．C 生威 の 機轉 を研究す る基礎 とレて ， 祿豆 種子 中の V ．C の存在する

や否 や 謁 の 濃度 は どの位の もの であ るか を檢討 した．，

　 幺　イ ジ ドブ エ ノ ール 滴 定法 に よ る數値は浸出方法 に よ り異っ て ゐ るが 酵素法 を併用 して V ．C

貫値に 近 い もの として
一

應 1．2〜1．7m9％ な る數字を得 た．

　 3． 比 色法 に よ る數値は 1．3mg ％ で 前者の値に近 い．

　 4． ポ ー ラ n グ ラ フ 法 に よっ て は線豆種子 中に V ．C の 存在 を認 め ぬ か或ひ はあ る として も微

量で本法 に よ つ て は 檢出出來ない 數値で あ る こ とを知 つ た．（天 然物中の ビ ク ミ ン C の檢出範團
　 　 　 　 も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
は 5 増 g％ 以 上で ある）樹ポ ーラ ロ グ ラ フ で は 線豆 種子 中に グ ル タチ オ ン の 存在 を確 認した ．

　 「）． グ ル タ チ オ ン は イ ン ド フ エ ノ P ル を遐元す る． V ．C と共存す る場合 も反 應す る．從 つ て

緑豆 種 子浸出液の イ ン ドフ エ ノ ール 還元 値に影響を及 ぼ ずこ とも老 へ られ る が研究の 結果 ， 本實

驗の 浸幽液め濃度範圍で は pH 　4，0 以上 で な い と還元 力を示 さな い こ とを知 つ た．前記 13 〜 1．7

醸 ％ の咸績は pH 　12 解 2．0 の範團で 得 られ た もの で グル ク チオ ン の 影響を受け て ゐ 魯 い ．
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　グ ル タチ オ ン 類似の物質例へ ば シ ス テ イ ン 筆もグ ル ク チ オ ン と同樣の 影響 を示 す こ とを認 めた ，

　 6． 鐵鹽 （FeSO ．t）等 もイ ン ド フ エ ノ P一ル を還元する
’
＋緑豆 種子 申に は微量の 鐵 を含有 して ゐ

るが こ の 場合決定的影響 を與 へ て ゐ る もの とは 考へ られ ない ．

　7．糖質 中直接還 元 需の あ る もの 並 に レ ダ ク トン 等は イ ニ
〈ド ブ エ ノ F ■ル を還元 す る．殊 に 後者

は pH 　4，0 以下 に 於て還 元力 が 強 くな リグ ル ク チ オ ン の 檬に pH を變化 させ て ， 分 別す る こ とも

出 来な い ．叉 V ．C 酸化酵素の 作用 ポ V ．C と同様i二受 け るか ら酵素法 に よ る分離 も不可能で あ

る．比 色法 に よつ て も厩別 し得 な い ， V ，　C とレ ダ ク ト．γ との 分離 に つ い て は 目下研 究 を進 めて

ゐ るか ら近 く別 報で 發表 した い ．

　 8． 以上 の 結果か ら次 の結論 を得た．

，．緑豆 種于 中に は V ．C を含有 しな い か 含有す る と して もポ ーラ ロ グ ラ ス 法 に かか らな い程 襃に

少量 で ある．イ ン ド ブ エ ノール滴定法 に酵素法 を併用 した り比色法を用ひれ ば L 應 1β〜 1．7mg

％ の 域續を得 る が こ の兩法 と もv ダ ク ト ン が 肌 C と同樣に 反應す る の で こ の 兩者 を分別 し難 い ．tt

從 つ て こ の 値 は レ ダ ク ト ン 等の値を含む もの と考へ た い ．

　 緲 に 臨 み 御校 閲を賜つ た 所長茶珍樽士蜘 ・に rke　一ラ ・ グラ フ 注を御指導 卿 ・†涼 大 敏 授 舘 博士並 び 胴
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

敏室 の 方 々 に 深謝す る．
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